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今月の表紙｜高台から見るまちと大島海峡と青空

絆で創る、魅力あふれる豊かな町づくり｜みんなで早寝、早起き、ラジオ体操、朝ごはん！

まちの人口と世帯｜住民基本台帳 平成 31 年 3 月末
人口｜合計
8,901 人 (前月比 : ＋ 87)　

人口｜男
4,358 人 (前月比：＋87)

人口｜女
4,543 人（前月比：± 0）　

世帯数｜合計
5,225 世帯 (前月比：＋82)
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は
じ
め
に

　

本
年
は
、
平
成
の
最
後
を
迎
え
、
新
し
い

年
号
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
す
。

　

平
成
は
、
自
然
災
害
に
よ
る
甚
大
な
被
害

等
、
人
知
を
超
え
た
困
難
な
局
面
が
数
多
く

起
き
た
時
代
で
し
た
。
本
町
に
お
い
て
も
、

豪
雨
や
台
風
災
害
に
お
い
て
甚
大
な
被
害
を

受
け
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、本
町
は
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
、

よ
り
強
く
し
な
や
か
な
国
土
づ
く
り
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
平
成
30
年
３
月

に
策
定
し
た
「
せ
と
う
ち
強
靭
化
計
画
」
に

基
づ
き
、
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
べ
く

あ
ら
ゆ
る
施
策
を
実
行
致
し
ま
す
。

　

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
施
政
方
針
演
説
に

お
い
て
「
国
の
持
続
的
な
成
長
に
と
っ
て
最

大
の
課
題
は
少
子
高
齢
化
で
あ
り
、
世
界
で

最
も
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
少
子
高
齢
化
が
進
む

日
本
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
の
延

長
線
上
で
は
対
応
で
き
な
い
た
め
、
次
元
の

異
な
る
政
策
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お

り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
加
速
し
て
い
る
本

町
に
お
い
て
も
、
持
続
可
能
な
発
展
を
続
け

て
い
く
た
め
国
と
連
動
し
た
施
策
に
よ
り
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
西
古
見
地

区
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
地
開
発
に
つ
い

て
、昨
年
10
月
に
設
置
し
た
町
民
主
体
の「
ク

ル
ー
ズ
船
寄
港
地
に
関
す
る
検
討
協
議
会
」

に
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
お
り
、
協
議
会
か

ら
「
本
町
に
最
適
な
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
地
の

あ
り
方
」
が
提
言
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

国
・
県
と
一
体
と
な
っ
て
協
議
会
の
運
営
に

努
め
ま
す
。

　

全
て
の
町
民
が
幸
せ
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
、
若
者
が
希
望
を
持
っ
て
働
き
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
ま
ち
、
故
郷
を
遠
く
離
れ
辛

苦
の
中
で
日
本
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ

て
き
た
先
輩
や
仲
間
た
ち
が
安
心
し
て
い
つ

で
も
帰
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
が
私
の
使

命
で
あ
り
ま
す
。

全
て
の
町
民
と
出
身
者
、
そ
の
家
族
の
た
め

に
全
力
で
町
政
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

各
種
計
画

　

　

本
町
は
、
次
期
奄
振
法
に
よ
る
事
業
を
通

じ
、
町
の
振
興
発
展
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

本
町
の
こ
れ
か
ら
の
10
年
の
羅
針
盤
と
し

て
、「
瀬
戸
内
町
長
期
振
興
計
画
」
を
策
定

し
ま
す
。
さ
ら
に
、「
瀬
戸
内
町
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。　

　

防
災
体
制

　

土
砂
災
害
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
県
事

業
と
し
て
13
か
所
、
町
と
し
て
は
２
か
所
の

整
備
を
関
係
機
関
と
連
携
し
、
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
県
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
住
民
の

方
々
へ
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
説
明
及
び

自
主
防
災
組
織
等
へ
の
啓
発
を
進
め
ま
す
。

　

救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、
救
急
救
命
士
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
医
療
機
関
と
の
更
な
る
連

携
強
化
を
進
め
、
救
命
率
の
向
上
を
図
る
ほ

か
、
講
習
会
等
の
開
催
に
よ
り
、
応
急
手
当

の
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

火
災
予
防
に
つ
い
て
は
、
防
火
対
象
物
に

お
け
る
消
防
用
設
備
等
の
設
置
、
消
防
訓
練

の
実
施
や
査
察
に
よ
る
防
火
指
導
の
強
化
、

女
性
消
防
団
員
に
よ
る
若
年
層
か
ら
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
啓
発
普
及
活
動
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団

に
つ
い
て
は
、
消
防
体
制
の
機
能
を
強
化
す

る
た
め
の
資
機
材
の
配
備
及
び
消
防
分
署
の

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

情
報
伝
達
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
防
災

行
政
無
線
屋
外
子
局
の
難
聴
地
区
が
一
部
で

発
生
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
延

長
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
拡
声
器
の
設
置
を
行

い
、
併
せ
て
各
世
帯
へ
の
戸
別
受
信
機
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

　環
境
対
策

　

ご
み
の
減
量
化
及
び
再
資
源
化
に
つ
い
て

は
、
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施
設
に

お
い
て
、
資
源
ゴ
ミ
、
粗
大
ゴ
ミ
処
理
の
円

滑
化
を
図
る
と
と
も
に
リ
サ
イ
ク
ル
に
係
る

補
助
等
に
よ
り
、
町
民
の
負
担
軽
減
に
努
め

ま
す
。

し
尿
処
理
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
に
着

手
し
ま
す
。
請
島
・
与
路
島
に
つ
い
て
は
、

新
規
貯
留
槽
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
通
達
に

よ
り
平
成
20
年
度
に
策
定
し
た
簡
易
水
道
事

業
統
合
計
画
書
に
基
づ
き
、
今
年
度
末
ま
で

に
本
島
側
に
お
け
る
公
営
の
簡
易
水
道
事
業

等
を
古
仁
屋
上
水
道
事
業
へ
統
合
し
、
瀬
戸

内
町
水
道
事
業
と
し
ま
す
。
ま
た
、
加
計
呂

麻
島
、
請
島
及
び
与
路
島
に
点
在
し
て
い
る

瀬戸内町の６３年目がスタート
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瀬戸内町の６３年目がスタート

公
営
の
簡
易
水
道
事
業
等
に
つ
い
て
も
、
瀬

戸
内
町
簡
易
水
道
事
業
と
し
て
統
合
し
ま

す
。
な
お
、
い
ず
れ
の
事
業
統
合
後
も
厳
し

い
経
営
状
況
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
料

金
の
統
一
化
や
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

　保
健
医
療

　

保
健
医
療
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
・
介

護
施
設
・
島
の
保
健
室
・
町
役
場
を
結
ん

で
情
報
共
有
を
進
め
る
「
地
域
力 

強
化
推

進
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム(

ア
ン
マ

ネ
ッ
ト)
」
の
構
築
に
よ
り
、
町
民
の
保
健
・

医
療
・
福
祉
等
の
生
活
課
題
の
解
決
力
強
化

に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
未
熟
児
対
策
と
し

て
の
訪
問
指
導
や
養
育
医
療
な
ど
母
子
保
健

活
動
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
不
妊
に
悩

む
夫
婦
の
精
神
的
・
経
済
的
負
担
軽
減
の
た

め
、
不
妊
治
療
に
係
る
治
療
費
の
一
部
と
妊

婦
健
康
診
査
に
係
る
交
通
費
や
宿
泊
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　

社
会
福
祉
の
充
実

　

要
介
護
状
態
ま
た
は
要
支
援
状
態
と
な
る

こ
と
の
予
防
を
目
的
に
、
各
種
予
防
教
室
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
ミ
ニ
サ
ロ
ン
や
海
カ

フ
ェ
等
の
多
様
な
地
域
資
源
の
活
用
を
図

り
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ 

ー
タ
ー
等
と

連
携
し
な
が
ら
、
生
活
支
援
の
取
組
を
総
合

的
に
支
援
・
調
整
し
ま
す
。

　

農
業
の
充
実

　基
幹
作
物
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
つ
い
て
は
、

遊
休
農
地
及
び
基
盤
整
備
地
区
を
中
心
に
、

春
植
え
株
出
し
に
よ
る
単
収
向
上
を
図
る
こ

と
で
農
家
の
所
得
向
上
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

昨
年
設
立
さ
れ
た
「
奄
美
・
せ
と
う
ち
地
域

公
社
」
に
お
い
て
、
加
計
呂
麻
島
に
お
け
る

黒
糖
・
き
び
酢
の
生
産
拡
大
に
よ
る
雇
用
の

創
出
と
地
域
経
済
の
発
展
を
図
る
た
め
、
加

工
施
設
の
整
備
へ
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

野
菜
に
つ
い
て
は
、
共
販
品
目
で
あ
る
カ
ボ

チ
ャ
の
栽
培
面
積
の
維
持
と
単
収
の
向
上
を

図
り
、
安
定
生
産
体
制
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
収
益
性
の
高
い
新
規
品
目
の
検
討
及
び

導
入
を
推
進
し
ま
す
。
地
場
産
野
菜
に
つ
い

て
は
、
直
売
所
向
け
の
生
産
供
給
体
制
を
支

援
し
、
地
産
地
消
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

果
樹
に
つ
い
て
は
、
た
ん
か
ん
・
津
之
輝
の

新
規
植
栽
や
ポ
ン
カ
ン
か
ら
の
改
植
を
推
進

し
、
栽
培
面
積
の
拡
大
と
安
定
生
産
に
よ

る
農
家
所
得
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
マ
ン
ゴ
ー
に
つ
い

て
は
、
生
産
基
盤
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
営

農
用
ハ
ウ
ス
の
整
備
と
「
か
ご
し
ま
の
農
林

水
産
物
認
証
制
度
（
Ｋ-

Ｇ
Ａ
Ｐ
）」
の
認

証
継
続
に
努
め
ま
す
。
特
に
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ

ル
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
県
が
指
定
す
る
ブ
ラ

ン
ド
産
地
「
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」
の
認
定

へ
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
２
０
２
０

年
に
開
催
さ
れ 

る
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
」
へ
の
食
材
提

供
を
目
指
す
た
め
、
安
心
・
安
全
で
高
品
質

な
基
準
を
確
保
し
た
食
戦
略
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

ア
ボ
カ
ド
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携

し
実
証
展
示
圃
の
活
用
に
よ
る
品
種
選
定
と

栽
培
技
術
の
確
立
に
取
り
組
む
こ
と
で
産
地

化
を
推
進
し
ま
す
。

農
林
水
産
物
直
売
所
「
加
計
呂
麻
島
の
い
っ

ち
ゃ
む
ん
市
場
」
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
販

売
額
と
来
店
者
の
増
加
を
図
る
た
め
、
出
荷

会
員
へ
対
す
る
支
援
を
強
化
し
、
安
全
・
安

心
な
地
場
産
農
産
物
及
び
加
工
品
の
販
売
額

向
上
を
図
り
ま
す
。

肉
用
牛
に
つ
い
て
は
、
飼
料
基
盤
・
施
設
整

備
、
家
畜
飼
養
管
理
の
機
械
化
を
支
援
し
規

模
拡
大
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ゆ
と
り
あ

る
経
営
の
実
現
と
畜
産
に
お
け
る
担
い
手
の

育
成
・
発
掘
、
関
連
す
る
業
務
の
人
材
育
成

に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
飼
養
頭
数
の
維

持
・
増
頭
を
図
り
、
飼
養
衛
生
管
理
技
術
の

向
上
と
、
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
遵
守
を
推

進
し
、
購
買
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
商
品
性

の
高
い
子
牛
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

新
規
就
農
者
及
び
就
農
希
望
者
に
対
し
て

は
、
引
き
続
き
本
町
農
業
の
拠
点
施
設
で
あ

る
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
基
礎
知

識
・
栽
培
技
術
及
び
経
営
管
理
等
の
研
修
を

図
り
ま
す
。

農
村
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、
農
業
の
土
台

と
な
る
基
盤
を
整
備
し
、
生
産
性
の
向
上
と

環
境
整
備
を
実
施
し
農
家
の
営
農
意
欲
を
促

進
し
ま
す
。
併
せ
て
、
各
集
落
の
耕
作
放
棄

地
に
伴
う
悪
影
響
の
排
除
と
優
良
農
地
の
保

全
を
一
体
的
に
図
り
、
営
農
効
果
が
発
揮
で

き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

2019 年度施政方針は、一部省略しています。

全文は、瀬戸内町公式ウェブサイトからご覧いた

だけます。QR コード
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　水
産
業
の
振
興

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
建
設
し
た
漁

協
第
二
製
氷
施
設
を
有
効
利
用
し
な
が
ら
、
持

続
可
能
な
強
い
水
産
業
の
発
展
や
漁
業
経
営
を

育
成
・
確
保
す
る
た
め
に
瀬
戸
内
漁
業
協
同
組

合
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
、
振
興
に
努
め
ま
す
。

今
年
度
も
瀬
戸
内
漁
業
集
落
が
行
う
種
苗
放
流

や
産
卵
場
・
育
成
場
の
整
備
、
漁
場
監
視
等 

の
漁
場
の
生
産
力
の
向
上
を
図
る
取
組
や
漁
業

の
再
生
に
関
す
る
実
践
的
な
取
組
を
支
援
し
、

資
源
の
有
効
活
用
や
魚
価
の
向
上
、
流
通
体
制

の
改
善
及
び
水
産
物
の
販
路
拡
大
に
関
す
る
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

漁
船
漁
業
の
経
営
安
定
の
た
め
、
燃
油
対
策
や

基
金
に
よ
る
支
援
と
本
土
や
沖
縄
地
域
へ
の
販

路
拡
大
の
た
め
の
輸
送
コ
ス
ト
支
援
を
実
施

し
、
漁
業
者
の
円
滑
な
経
営
を
支
援
し
て
ま
い 

り
ま
す
。
ま
た
、
新
規
漁
業
就
業
者
の
初
期
投

資
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
漁
船
・
漁
具
等

の
リ
ー
ス
へ
の
取
組
も
引
き
続
き
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
漁
協
青
年
部
や
漁
協
女
性
部
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
い
る
水
産
物
の
需
要
拡
大
や
魚

価
安
定
に
繋
が
る
活
動
を
支
援
し
、
水
産
業
の

経
営
安
定
化
、
多
角
的
展
開
、
持
続
的
発
展
を

推
進
し
ま
す
。

　

大
島
海
峡
の
海
域
特
性
を
生
か
し
た
養
殖
漁

業
は
持
続
的
に
発
展
し
て
お
り
、
国
内
有
数
の

養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
一
大
産
地
と
し
て
の
認
知
度

を
高
め
、
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
サ
ン
ゴ
の

保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
安
脚
場
・
デ
リ
キ
ョ

ン
マ
等
の
サ
ン
ゴ
も
健
全
化
を
取
戻
し
つ
つ
あ

り
、
引
き
続
き
本
町
の
サ
ン
ゴ
幼
生
供
給
源
と

な
る
重
点
保
護
海
域
の
サ
ン
ゴ
保
全
に
努
め
ま

す
。
町
管
理
漁
港
に
つ
い
て
は
、
機
能
保
全
計

画
に
基
づ
き
、
花
天
漁
港
の
延
命
化
を
図
る
た

め
の
改
良
工
事
、
諸
鈍
漁
港
の
利
用
者
の
安
全

を
図
る
た
め
の
泊
地
浚
渫
工
事
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
既
存
施
設
の
延
命
化
を
引
き
続
き

検
討
し
ま
す
。
県
管
理
の
古
仁
屋
漁
港
に 

つ

い
て
は
、
機
能
保
全
事
業
で
施
設
の
延
命
化
を

図
る
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　商
工
業
の
振
興

　

本
町
に
お
け
る
消
費
者
の
地
元
購
買
率
は
、

県
の
統
計
調
査
に
お
い
て
は
改
善
し
て
い
ま
す

が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
等
の
影
響
に
よ
り
、

伸
び
悩
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
今
年
度
に
お
い

て
も
商
工
会
に
よ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
事
業
を
支
援
す
る
な
ど
、
地
元
で
の
消
費
喚

起
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
町
内
商
工
業
の
育
成

振
興
や
経
営
の
安
定
を
目
的
に
、
商
工
業
制
度

資
金
利
子
補
給 

事
業
を
継
続
し
、
中
小
事
業

者
の
設
備
投
資
や
運
転
資
金
の
資
金
繰
り
を
支

援
し
、
昨
年
度
に
策
定
し
た
導
入
促
進
基
本
計

画
に
よ
り
税
制
支
援
や
雇
用
の
創
出
を
促
し
ま

す
。
特
産
品
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て
は
、
都
市
部

に
お
け
る
物
産
展
や
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

の
返
礼
品
を
と
お
し
て
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
購
買

力
の
ア
ッ
プ
や
販
路
拡
大
に
繋
げ
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
消
費
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
特

殊
詐
欺
事
案
な
ど
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
町

民
の
安
心
・
安
全
な
消
費
生
活
の
た
め
、
継
続

的
に
相
談
員
の
人
材
育
成
、
更
な
る
消
費
者
啓

発
及
び
教
育
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
町
内
に
お

け
る
廃
止
路
線
代
替
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

は
、
持
続
可
能
な
運
行
体
制
の
構
築
を
目
指
し

ま
す
。

　観
光
の
振
興

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年
夏
の

世
界
自
然
遺
産
登
録
を
見
据
え
、
今
年
度
は,

本
島
側
の
世
界
自
然
遺
産
奄
美
ト
レ
イ
ル
が
開

通
い
た
し
ま
す
。
観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制
の

充
実
に
つ
い
て
は
、「
島
案
内
人
受
け
入
れ
事

務
局
」（
仮
称
）
を
設
立
し
、
島
案
内
人
認
定

ガ
イ
ド
に
よ
る
観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制
の
充

実
に
努
め
ま
す
。
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ

い
て
は
、
環
境
に
優
し
い
新
た
な
旅
行
ツ
ー
ル

と
し
て
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
本
年
度
か
ら

加
計
呂
麻
島
展
示
・
体
験
交
流
館
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
本
町
な
ら
で
は
の
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
奄
美
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン

Ｉ
Ｎ
加
計
呂
麻
大
会
や
加
計
呂
麻
島
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
に
つ
い
て
も
、
一
層
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
本
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
リ
ピ
ー

タ
ー
の
獲
得
へ
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　情
報
通
信
の
整
備

　

情
報
通
信
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
島
側
に

お
い
て
は
超
高
速
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
加
計
呂
麻
島
・

請
島
・
与
路
島
に
お
い
て
は
公
設
民
営
方
式
に

よ
る 

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ 

サ
ー
ビ
ス
の
み
で
あ
り
、
今

年
度
中
に
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
終
了
が
予
定
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
た
め
、海
底
光
フ
ァ

イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
整
備
に
よ
り
本
島
側
と
の

情
報
格
差
の
解
消
に
努
め
ま
す
。
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
を
搭
載
し
た
携
帯
端
末
の
普
及
を
背
景
と

し
て
、
無
線 

Ｌ
Ａ
Ｎ
を
利
用
す
る
機
会
が
増

え
て
き
て
お
り
ま
す
。
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
は
、 

世
界
自
然
遺
産
登
録
を
踏
ま
え
て
増
加
傾
向
に

あ
る
観
光
客
な
ど
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て

お
り
、
ま
た
災
害
時
に
効
果
的
な
通
信
手
段
と

し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
の
み
な
ら

ず
奄
美
群
島
全
体
を
含
め
た
環
境
整
備
に
向
け

て
、
奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
、
お
よ
び
各
市

町
村
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　教
育

　

瀬
戸
内
町
教
育
施
策
の
「
未
来
に
生
き
る
確

か
な
学
力
」
の
育
成
を
目
指
し
、
６
つ
の
施
策

に
取
り
組
み
ま
す
。「
知
・
徳
・
体
」
の
調
和

の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
と
し
て
、
先
手

あ
い
さ
つ
の
励
行
、 

奉
仕
活
動
を
実
践
で
き
る

児
童
生
徒
の
育
成
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
に

立
っ
た
教
育
活
動
の
推
進
、
地
域
の
人
材
、
自

然
・
文
化
等
を
生
か
し
た
感
動
あ
る
体
験
活
動

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。「
心
の
教
育
の
充

実
」
と
し
て
、
善
悪
の
判
断
が
で
き
る
道
徳
教

育
の
充
実
、
思
い
や
り
の
言
葉
や
行
動
を
大
切

に
す
る
人
権
同
和
教
育
の
推
進
、
朝
読
書
の
実

施
等
に
よ
る
豊
か
な
心
を
育
む
学
校
図
書
の
充

実
を
図
り
、
感
性
・
感
動
の
教
育
の
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
。 

ま
た
、
い
じ
め
問
題
、
不
登

校
等
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
・
早
期
解
決
に

向
け
た
支
援
体
制
の
整
備
を
行
い
ま
す
。「
特

色
あ
る
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
と
し
て
、
郷

土
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
文
化
、
教
育
的
な

風
土
を
生
か
し
た
教
育
の
推
進
、
適
切
な
特
別

支
援
教
育
支
援
員
・
学
習
支
援
員
の
配
置
、
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
増
員
に
よ
る
英
語
教
育
の
推
進
や
、
児

童
生
徒
の
文
化
活
動
の
充
実
に
取
り
組
み
ま

す
。「
教
職
員
の
資
質
の
向
上
」
と
し
て
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
服
務
指
導
の
徹
底
に
取

り
組
み
ま
す
。
学
校
教
育
の
情
報
化
に
つ
い
て

は
、「
瀬
戸
内
町
教
育
情
報
化
推
進
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
が
情
報
や
情
報
手
段

を
適
切
に
活
用
で
き
る
能
力
を
育
成
す
る
と
同

時
に
、
児
童
生
徒
の
興
味
関
心
を
高
め
つ
つ
、

す
べ
て
の
子
ど
も
に
と
っ
て
よ
り
分
か
り
や
す

い
授
業
を
展
開
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の

た
め
の
環
境
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
教
職

員
の
校
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。
給
食
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
安
心
・
安
全

な
食
育
の
た
め
、
早
急
な
建
設
実
現
に
向
け
取

り
組
み
ま
す
。
今
年
度
よ
り
古
仁
屋
小
学
校
附

属
幼
稚
園
の
３
才
児
受
入
れ
を
実
施
し
ま
す
。

古
仁
屋
高
校
の
振
興
対
策
に
つ
い
て
は
、「
本

町
の
最
高
学
府
」
と
い
う
視
点
に
た
ち
、
全 

町
を
あ
げ
た
存
続
・
振
興
活
動
を
、
引
き
続
き

強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
度
よ
り

学
生
寮
を
整
備
し
、
町
外
生
徒
の
受
入
れ
体
制

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
児
童
生
徒
数
の
減
少
が

続
い
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
実
久
地
区
に
お

け
る
通
学
負
担
の
軽
減
と
加
計
呂
麻
地
区
の
学

習
充
実
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
に
ほ
ん
の
里
・

加
計
呂
麻
留
学
制
度
」
や
、「
与
路
小
・
中
学

校
留
学
里
親
制
度
」
の
更
な
る
拡
充
・
推
進
を

図
り
、
児
童
生
徒
数
確
保
に
努
め
ま
す
。

　社
会
教
育
の
充
実

「
人
を
育
て
、
心
を
育
む
思
い
や
り
の
あ
る
ま

ち
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
邁
進

し
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
は
、
奄
美
の
良
さ
を

生
か
し
た
活
力
あ
る
教
育
の
推
進
を
踏
ま
え
、

指
導
体
制
の
充
実
、
施
設
の
整
備
、
各
種
機
関

団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
郷
土
の
特
色
を
生
か

し
た
体
験
活
動
を
推
進
し
、
心
豊
か
で
た
く
ま

し
い
「
瀬
戸
内
っ
子
」
を
育
成
し
ま
す
。 

さ

ら
に
、
本
町
の
文
化
や
歴
史
的
遺
産
を
次
世
代

に
継
承
し
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
て
る

と
と
も
に
、
島
の
伝
統
文
化
で
も
あ
る
八
月
踊

り
や
島
口
・
島
唄
等
の
保
存
・
継
承
に
努
め
、

そ
の
成
果
を
発
揮
で
き
る
機
会
の
提
供
を
図
り

ま
す
。 

戦
争
遺
跡
等
、
近
代
遺
跡
を
国
・
県

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
調
査
・
啓
発
を
行
い
、

国
の
文
化
財
及
び
史
跡
指
定
に
向
け
、
努
め
ま

す
。
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
努
め
、「
町
民
一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
」
を
推
進

し
、
健
康
増
進
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
度
も
引
き
続
き
、

「
プ
レ
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
事
業
」「
せ
と
う

ち
子
ど
も
検
定
試
験
」
を
実
施
し
、
未
就
学
児

の
運
動
能
力
の
向
上
、
ま
た
、
地
域
に
誇
り
を

持
ち
、
郷
土
愛
に
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
育

み
ま
す
。
地
域
住
民
の
課
題
解
決
支
援
、学
習
、

憩
い
の
場
、
文
化
活
動
及
び
学
術
研
究
の
場
と

し
て
の
「
図
書
館
・
郷
土
館
」
を
目
指
し
ま
す
。

「 

来
年
夏
の
「
世
界
自
然
遺
産
登
録
」
へ
向
け
、

引
き
続
き
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

外
来
種
対
策
等
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。

5　　広報せとうち　May 2019



☑5月のお知らせ
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ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
ロ
ー
ド
キ
ル
件
数
を
公
表
！

奄
美
大
島
・
徳
之
島
・
沖
縄
北
部
及
び
西
表
島
を
世
界
自
然
遺
産
へ

■お問合わせ先　図書館（世界自然遺産せとうち町推進室）☎ 0997 － 72－ 3799
　　　　　　　　奄美野生生物保護センター☎ 0997 － 55－ 8620

　

奄
美
群
島
希
少
野
生
生
物
保

護
対
策
協
議
会
で
は
、
ア
マ
ミ

ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
ロ
ー
ド
キ
ル

の
件
数
が
最
悪
の
ペ
ー
ス
で
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
特
定
の

地
域
や
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
な

く
、
広
く
島
民
の
皆
様
へ
現
状

を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
運
転

マ
ナ
ー
の
徹
底
を
求
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
、
各
市
町

村
広
報
誌
上
で
、
毎
月
、
市
町

村
ご
と
に
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ

ギ
の
ロ
ー
ド
キ
ル
件
数
を
公
表

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
は
奄
美
大
島
20

件
、
徳
之
島
19
件
の
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
内
町
に
お
い
て
は
、
ア

マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
滅
失
届

件
数
が
９
件
、
内
、
ロ
ー
ド
キ

ル
と
思
わ
れ
る
も
の
が
５
件
発

5
月
の
お
知
ら
せ

お問合わせ先に各課
の直通番号を記載し
ています。
役場代表のお問合わ
せ先はこちらです。
■瀬戸内町役場代表
☎７２ー１１１１
※なお、平日の
17時 15 分以降や
休日は宿直室につな
がります。

■お問合わせ先　 企画課　泰山☎ 090 － 1919 － 8929 祝
２
周
年
！
新
鮮
野
菜
は
る
市
を
開
催

直
売
所
イ
ベ
ン
ト『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』

開
催
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す

　

奄
美
大
島
Ｃ
Ｓ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ゆ
い
わ
～
く
」
の
一
環
で
、
直
売
所

イ
ベ
ン
ト
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
み
を
通
じ

て
、
地
元
の
生
産
者
と
消
費
者
が
直
接

関
わ
り
合
う
場
を
作
り
、
地
域
の
絆
づ

く
り
を
図
り
ま
す
。

　
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
で
は
、
新
鮮

な
地
元
の
作
物
は
も
ち
ろ
ん
、
加
工
品

や
、
雑
貨
類
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

■
日
程　

令
和
元
年
５
月
12
日
（
日
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

※
完
売
次
第
、
イ
ベ
ン
ト
終
了

■
開
催
場
所　

Ａ
コ
ー
プ
古
仁
屋
店
近

く
の
農
協
倉
庫
前
に
テ
ン
ト
を
設
置
し

ま
す
。

■
出
店
予
定　

畑
農
園
、
叶
農
産
、
上

原
つ
き
あ
げ
店
、
な
の
は
な
園
、
菜
菜

果
園
、赤
し
ょ
う
び
ん
、コ
ニ
ヤ
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ふ
や
よ
み
、
西
古
見
か

ら
の
贈
り
物
な
ど

※
天
候
に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

vol.52

生
し
ま
し
た
。

　

山
道
を
走
行
す
る
時
の
注
意

点
と
し
て
、
速
度
は
で
き
る
だ

け
ゆ
っ
く
り
、
小
さ
な
動
物
も

路
上
に
出
て
き
ま
す
の
で
、
気

づ
い
た
ら
す
ぐ
に
停
ま
れ
る
よ

う
に
注
意
し
て
思
い
や
り
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

■お問合わせ先　商工観光課☎ 0997 － 76 － 0676 加
計
呂
麻
島
展
示
・
体
験
交
流
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

　

平
成
31
年
４
月
２
日
に
、
加
計
呂
麻
島
展
示
・
体

験
交
流
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
展
示
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
、
民
具

を
展
示
し
た
ほ
か
、
島
内
の
伝
統
芸
能
を
鑑
賞
で
き

る
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
。
民
俗
を
テ
ー
マ
に
ノ
ロ
の
祭

祀
装
束
の
設
置
。
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
諸

鈍
シ
バ
ヤ
は
紙
面
（
カ
ビ
デ
ィ
ラ
）
や
踊
り
手
を
表

現
し
た
人
形
、
演
目
開
設
な
ど
充
実
し
た
内
容
で
す
。

ま
た
、
シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
で
流
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

島
内
案
内
・
諸
鈍
シ
バ
ヤ
の
映
像
を
視
聴
で
き
、
カ

フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
地
元
住
民
の
チ
カ
ラ
を
活
か

す
喫
茶
飲
食
の
場
を
設
置
し
ま
し
た
。

■
展
示
室
入
場
料

　大
人
３
０
０
円
・
高
校
生

２
０
０
円
・
小
人
１
０
０
円
・（
団
体
割
引
あ
り
）

■
営
業
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時　
　

■
定
休
日　

年
末
年
始　

12
月
30
日
か
ら

　

１
月
２
日
午
前
中
ま
で　
　
　
　
　

 1 

 ○ 

アマミノクロウサギ事故件数 

今月→３月分 
年間→１月～ 

３ 
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■お問合わせ先　瀬戸内町立図書館・郷土館☎ 0997 － 72 － 3799

町立図書館だより

■お問合わせ先　世界自然遺産せとうち町推進室（重村・山元）　☎ 0997 － 72 － 3799

■お問合わせ先　企画課　企画振興係☎ 0997 － 72 － 1112　

大
人
の
世
界
自
然
遺
産
講
座
！

令
和
元
年
度
地
域
提
案
型
事
業
を
募
集

国
立
公
園　

請
島
（
大
山
）
に
て
、

幻
の
花
「
ウ
ケ
ユ
リ
観
察
会
」
及
び

眺
望
に
感
動
「
ミ
ヨ
チ
ョ
ン
岳
」
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。

県
指
定
天
然
記
念
物
「
ウ
ケ
ユ
リ
」、

国
指
定
天
然
記
念
物
「
ア
カ
ヒ
ゲ
」

の
囀

さ
え
ず

り
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
希
少
野
生
動
植

物
に
つ
い
て
の
研
修
や
、
請
島
の
自

然
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

※
海
上
タ
ク
シ
ー
で
の
移
動

６
月
２
日
（
日
）

８
時
50
分　

き
ゅ
ら
島
交
流
館
集
合

９
時　

海
上
保
安
署
前
港
発

９
時
50
分　

池
地
港
着

10
時  

レ
ク
チ
ャ
ー
及
び
ウ
ケ
ユ
リ

観
察
会
→
ミ
ヨ
チ
ョ
ン
岳
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
→
昼
食 

※
弁
当
持
参
→
下
山

→
公
民
館
に
て
野
生
動
植
物
研
修
会

15
時
30
分　

池
地
港
発

16
時
30
分　

海
上
保
安
署
前
港
着
・

解
散

■
申
込
方
法

参
加
希
望
の
方
は
、５
月
22
日
（
水
）

ま
で
に
、
上
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
参
加
無
料
！
先
着
20
人

企
画
課
で
は
、
瀬
戸
内
町
長
期
振
興
計
画

に
お
け
る
「
自
然
・
文
化
を
生
か
し
た
住

民
参
加
・
人
づ
く
り
の
ま
ち
」
を
基
本
理

念
と
し
て
、
住
民
参
画
と
協
働
に
よ
り
、

安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
活
動
（
事

業
）
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

瀬
戸
内
町
内
の
集
落
や
自
治
会
、
公
的
・

公
共
的
団
体

■
補
助
事
業
メ
ニ
ュ
ー

　
【
地
域
提
案
型
（
住
民
参
加
型
事
業
）】

　

集
落
内
の
美
化
緑
化
作
業
、
高
齢
者
見

守
り
・
子
育
て
支
援
な
ど
支
え
合
い
活
動
、

文
化
芸
能
等
伝
承
活
動
に
資
す
る
事
業
に

補
助
す
る
。
上
限
30
万
円

　
【
地
域
提
案
型（
空
き
家
利
活
用
事
業
）】

　

集
落
内
に
あ
る
空
き
家
を
改
修
し
、
移

住
希
望
者
に
移
住
体
験
住
宅
や
民
泊
施
設

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
定
住
促
進
と

集
落
の
活
性
化
を
図
る
仕
組
み
を
作
る
事

業
に
補
助
す
る
。
上
限130

万
円

■
申
込
期
限

　

６
月
28
日
（
金
）
必
着

■
提
出
先

　

企
画
課
企
画
振
興
係

『弁護士 YouTuber クボタに聞く「これって犯罪ですか ?」』　

久保田 康介 / 著

『病気 & 診療完全解説ＢＯＯＫ』　東京逓信病院 / 編著

『あなたの隣の発達障害』 本田 秀夫 / 著

『アボカド LOVERS レシピ』　

『新宿の猫』　ドリアン 助川 / 著

『本質をつかむ聞く力』　松原 耕二 / 著

『5 分間のサバイバル』　韓 賢東 / マンガ

『ミシンなしでかんたん！季節の手芸』Ｃ・Ｒ・Ｋ design 著

『恐竜トリケラトプスはじめてのたたかい』　

黒川 みつひろ / 作・絵

『かんぺきなこども』　ミカエル・エスコフィエ / 作

一般書の新着 児童書の新着

『モノの言い方 1 年生のキミへ』　

金森 たかこ / 著

「とりあえず」は「すぐに」、「参考になる」

は「勉強になる」。さまざまな「モノの

言い方」のＯＫ例とＮＧ例を併記し、い

くつかの言い換え表現とともに、なぜＮ

Ｇなモノの言い方を使ってはいけないの

かを詳しく解説します。

『秘密をもてないわたし』　

ペニー・ジョエルソン / 著

14 歳のジェマは、重度の脳性まひで話せ

ず、身体も動かせません。ところが殺人

犯の告白を聞いてしまい、なんとか誰か

に伝えようとしますが…。全英の少年少

女たちの心をつかんだ、勇気と感動のサ

スペンスです。
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■お問合わせ・申込先　保健福祉課　介護福祉係☎ 0997 － 72 － 1068

■お問合わせ・申込先　保健福祉課　保健予防係☎ 0997 － 72 ー 1122

高
齢
者
無
料
乗
車
・
乗
船
券
の
ご
案
内

肉
体
改
造
教
室
の
参
加
者
募
集

　

瀬
戸
内
町
在
住
の
80
歳
以
上
の
皆
さ

ん
、
高
齢
者
無
料
乗
車
・
乗
船
券
は
も

う
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
？

保
健
福
祉
課
介
護
福
祉
係
で
は
、
瀬
戸

内
町
在
住
の
80
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
の

高
齢
者
無
料
乗
車
・
乗
船
券
の
申
請
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
無
料
乗
車
・
乗
船
券
を
持
っ
て
い

れ
ば
、「
町
内
の
バ
ス
」、「
フ
ェ
リ
ー

か
け
ろ
ま
」、「
せ
と
な
み
」
等
が
無
料

で
利
用
で
き
ま
す
。

■
日
時 

曜
日
：
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝

祭
日
を
除
く
）　

時
間
：
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

ま
で

■
料
金 

顔
写
真
を
お
持
ち
で
な
い
場

合
は
、
撮
影
す
る
の
に
７
０
０
円
か
か

り
ま
す
。

■
対
象 

瀬
戸
内
町
在
住
の
80
歳
以
上

の
方

■
申
込
方
法

身
分
証
明
書
（
健
康
保
険
証
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
等
）、
顔
写
真
（
運
転
免
許
証

サ
イ
ズ
）、
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、

保
健
福
祉
課
介
護
福
祉
係
ま
で
お
こ
し

く
だ
さ
い
。

▽
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
運
動

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
・
指
導

▽
教
室
の
期
間
中
、
緑
ジ
ム
の
ト

　

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用

▽
管
理
栄
養
士
に
よ
る
食
事
相
談

■
日
時 

令
和
元
年
６
月
５
日
～
11

月
27
日
（
毎
週
水
曜　

午
前
10
～
11

時
）

■
場
所 

緑
道
場
（
１
Ｆ
）

住
所　

町
内
古
仁
屋
８
９
２
の
１

■
料
金 

１
千
円
×
６
ヶ
月

■
対
象 

町
内
在
住
30
～
70
歳

■
定
員 

国
保
加
入
者
25
人
、
国
保
以
外
の
保

険
加
入
者
10
人

■
申
込
方
法
・
申
込
期
間

電
話
申
込
み
５
月
17
日
（
金
）
ま
で

■
応
募
資
格

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
野
菜
や
花
の
栽
培

を
通
じ
て
自
然
に
ふ
れ
あ
い
、
農
作
業

に
親
し
む
と
と
も
に
、
豊
か
な
余
暇
生

活
が
実
現
で
き
る
よ
う
市
民
農
園
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

個
人
的
な
楽
し
み
と
し
て
、
ま
た
は

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
、
土
に
触
れ
、
季
節
の

移
り
変
わ
り
を
実
感
し
な
が
ら
農
作
物

の
収
穫
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■
場
所　

瀬
戸
内
町
嘉
鉄

※
１
世
帯
に
つ
き
１
区
画
に
限
る
。

■
募
集
期
間

　

令
和
元
年
５
月
１
日
（
水
）
か
ら

　

５
月
15
日
（
水
）
ま
で

■
面
積
及
び
使
用
料　

１
区
画
（
１
０
０
㎡
）　

年
間
２
千
円

■
利
用
期
間　
　
　
　

　

令
和
元
年
６
月
１
日
～
令
和
２
年

　

３
月
31
日
（
更
新
可
）

■
応
募
資
格

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

■
受
付
場
所

　

役
場
３
階
農
林
課
農
政
係

■
抽
選

　

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

　

ま
す
。

市
民
農
園
利
用
者
の
２
次
募
集

■お問合わせ先　農林課　農政係☎ 0997 － 72 － 1174

■お問合わせ先　保健福祉課　保健予防係☎ 0997 － 72 － 1122 女
性
が
ん
検
診
の
案
内

　

女
性
の
皆
さ
ん
、
女
性
が
ん
検
診
は

も
う
お
済
で
し
ょ
う
か
？
下
記
日
程
に

て
女
性
が
ん
検
診
の
追
加
検
診
を
実
施

し
ま
す
。

今
年
度
の
受
診
が
ま
だ
お
済
で
な
い
方

は
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

が
ん
は
２
人
に
１
人
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、

定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

■
実
施
場
所　

き
ゅ
ら
島
交
流
館

日程 受付時間
5 月 10 日（金） 午前 9：00 ～ 10：00

※子宮がん・乳がん検診を受診される方はバスタオルを
ご準備ください。
■料金
子宮頸がん検診：20 歳以上 600 円
乳がん検診：40 歳以上 1,800 円 / 50 歳以上 1,300 円
骨粗しょう症：40 歳以上 800 円
※ 70 歳以上・生活保護世帯無料
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令和元年 5 月休日当番医のお知らせ
休日・祝日の診療は、町内の医療機関が当番制で行っています

奄美大島南部医療介護連携協議会

日付 当番医 診療時間
4 月 27 日（土） へき地診療所 午前 午後

4 月 28 日（日） へき地診療所 午前 午後

4 月 29 日（月） 南大島診療所 午前 午後

4 月 30 日（火） いづはら医院・瀬戸内徳洲会病院 通常 通常

5 月 1 日（水） いづはら医院・瀬戸内徳洲会病院 通常 通常

5 月 2 日（木） いづはら医院・瀬戸内徳洲会病院 通常 通常

5 月 3 日（金） へき地診療所 午前 午後

5 月 4 日（土） へき地診療所 午前 午後

5 月 5 日（日） 瀬戸内徳洲会病院 午前 午後

5 月 6 日（月） 南大島診療所 午前 午後

5 月 11 日（土） 瀬戸内徳洲会病院 通常 午後

5 月 12 日（日） 瀬戸内徳洲会病院 午前 午後

5 月 18 日（土） へき地診療所 午前 午後

5 月 19 日（日） へき地診療所 午前 午後

5 月 25 日（土） 瀬戸内徳洲会病院 通常 午後

5 月 26 日（日） 瀬戸内徳洲会病院 午前 午後

■診察時間
午前：午前９時から正午まで
午後：午後２時から午後５時まで
※「通常診療」の時間は、各医療機関で
異なりますので、お問合わせください。
※休日当番医は、変更になる場合があり
ますので、事前に各医療機関にお問い合
わせください。
夜間の診察は、かかりつけ医に事前に
電話にてご相談ください
　日頃から何でも相談できる「かかりつ
け医」を持ち、早めの受診を心がけましょ
う。救急車については、救急隊が搬送先
を選定します。

■町内医療機関の電話番号
いづはら医院 ☎ 0997 － 72 ー 3307 瀬戸内徳洲会病院 ☎ 0997 － 73 ー 1111
へき地診療所 ☎ 0997 － 72 ー 3211 南大島診療所 ☎ 0997 － 72 ー 0107

休日当番医予定表

　　町民生活課　国民年金係☎ 0997 － 72－ 1060
　　奄美大島年金事務所　☎ 0997 － 52 － 4341

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

障
害
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

障
害
の
程
度
や
保
険
料
の
納
付
状
況

な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
、
国

民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
の
障
害
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
注
意
事
項
「
障
害
者
手
帳
の
障
害
等

級
」
と
「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険

の
障
害
等
級
」
と
で
は
、
判
断
基
準
が

異
な
る
た
め
、
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

場
合
で
も
障
害
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
年
金

と
の
調
整
等
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。　

■
受
給
要
件

障
害
年
金
・
障
害
厚
生
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
次
の
３
つ
の
要
件
を
全
て

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

① 

初
診
日
に
、
年
金
に
加
入
し
て
い

る
こ
と
。

障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
け
が

で
、
初
め
て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日

（
初
診
日
）
に
年
金
に
加
入
し
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
20
歳
前
ま
た
は
、
日
本
国
内
に
住
ん

で
い
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
年

金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
期
間
に
、

初
診
日
が
あ
る
と
き
も
含
み
ま
す
。

②
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ
と

障
害
認
定
日(

原
則
、
初
診
日
か
ら

１
年
６
ヵ
月
を
経
過
し
た
日)

ま
た

は
65
歳
に
達
す
る
ま
で
に
、
一
定
の

障
害
状
態
に
あ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

③
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と

初
診
日
の
前
日
に
一
定
期
間
の
保
険

料
納
付
済
（
免
除
）
期
間
が
あ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

■
請
求
手
続
き

障
害
年
金
を
受
け
る
に
は
、
本
人
ま

た
は
家
族
に
よ
る
年
金
の
請
求
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。　

▽
請
求
手
続
き
先

①
障
害
基
礎
年
金
（
国
民
年
金
）

役
場
町
民
生
活
課
国
民
年
金
係

②
障
害
厚
生
年
金

奄
美
大
島
年
金
事
務
所

■
問
い
合
わ
せ
先

ご
不
明
な
点
は
、
奄
美
大
島
年
金
事

務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎
年

金
番
号
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■お問合わせ先
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自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、

車
の
所
有
者
は
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

の
支
払
い
及
び
廃
車
す
る
際
に
は

引
取
業
者
（
自
動
車
整
備
業
・
中

古
販
売
業
）
に
引
き
渡
す
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
少
し
で
も
経
費
の
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
に
、加
計
呂
麻
島
、

請
島
、
与
路
島
か
ら
発
生
し
た
使

用
済
自
動
車
を
古
仁
屋
港
ま
で
海

上
輸
送
し
た
者
に
対
し
、
支
払
っ

た
海
上
輸
送
費
の
８
割
（
１
０
０

円
未
満
は
切
捨
）
を
補
助
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
町
の
交
付
要
綱
に
よ
り
、

海
上
輸
送
を
行
っ
た
日
か
ら
７
日

以
内
に
使
用
済
自
動
車
を
引
き

取
っ
て
も
ら
い
、
申
請
書
類
を
揃

え
、
２
ヶ
月
以
内
に
申
請
書
を
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
料
金 

加
計
呂
麻
島
、
請
島
、

与
路
島
か
ら
発
生
し
た
使
用
済
自

動
車
を
古
仁
屋
港
ま
で
海
上
輸
送

し
た
際
に
支
払
わ
れ
た
海
上
輸
送

費
の
８
割
（
１
０
０
円
未
満
は
切

捨
）
を
補
助

■お問合わせ先　町民生活課　生活環境係☎ 0997 － 72 － 1060 使
用
済
自
動
車
海
上
輸
送
補
助

　

瀬
戸
内
町
で
は
、
ご
み

の
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク

ル
の
促
進
を
目
的
に
、
家

庭
用
生
ご
み
処
理
機
（
容

器
）
の
購
入
補
助
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
購
入
費

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

交
付
限
度
台
数
は

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
は

１
世
帯
に
つ
き
１
台
ま
で

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
は
１
世

帯
に
つ
き
２
台
ま
で

■
料
金 

▽
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

【
１
台
に
つ
き
３
万
円
を

限
度
と
し
、
購
入
費
の
半

額
を
補
助
（
１
０
０
円
未

満
は
切
捨
）】

▽
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
【
１

台
に
つ
き
３
千
円
を
限
度

と
し
、
購
入
費
の
半
額
を

補
助
（
１
０
０
円
未
満
は

切
捨
）】

■
対
象 

・
瀬
戸
内
町
に
住
所
を
有

す
る
も
の

・
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
（
容
器
）
購
入
補
助
金

■お問合わせ・申込先　町民生活課　生活環境係☎ 0997 ー 72 ー 1060

を
処
理
す
る
方

・
大
型
生
ご
み
処
理
機
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
地
区

に
お
住
ま
い
の
方

上
記
の
条
件
を
全
て
満
た

す
方
が
対
象
で
す
。

・
対
象
機
器
は
、
家
庭
用

生
ご
み
処
理
機
、
コ
ン
ポ

ス
ト
容
器

■
申
込
方
法
・
申
込
期
間

平
成
31
年
４
月
１
日
よ
り

年
度
を
通
じ
て
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
予

算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

期
間
中
で
あ
っ
て
も
受
付

を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
購
入
時
の
領
収
書

・
生
ご
み
処
理
機
（
容
器
）

の
設
置
状
況
写
真

・
印
鑑

・
補
助
金
振
込
用
指
定
口

座
の
通
帳

以
上
を
持
参
の
上
、
役
場

１
階
町
民
生
活
課
生
活
環

境
係
の
窓
口
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
対
象 

加
計
呂
麻
島
、
請
島
、

与
路
島
か
ら
発
生
し
た
使
用
済
自

動
車
を
古
仁
屋
港
ま
で
海
上
輸
送

し
た
者

■
申
込
方
法
・
申
込
期
間

①
海
上
輸
送
費
を
証
明
す
る
も
の

（
乗
船
券
の
半
券
、
領
収
書
な
ど
）

・
フ
ェ
リ
ー
加
計
呂
麻
の
場
合
：

自
動
車
航
送
券
の
半
券
（
裏
面
に

乗
船
日
付
印
の
あ
る
も
の
）

た
だ
し
、
片
道
券
で
購
入
し
て
下

さ
い
。（
往
復
券
は
無
効
）

・
せ
と
な
み
の
場
合
：
貨
荷
物
運

賃
領
収
書
（
日
付
の
記
入
、
係
印

が
あ
る
も
の
）

②
車
を
引
き
取
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
（
引
取
業
者
が
発
行
）

・
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
券
の
Ｂ
券

も
し
く
は
、
引
取
証
明
書
の
コ

ピ
ー

③
印
鑑

④
補
助
金
振
込
用
指
定
口
座
の
通

帳以
上
を
持
参
の
上
、
役
場
１
階
町

民
生
活
課
生
活
環
境
係
の
窓
口
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
登
記
、
年

金
、
道
路
、
社
会
福
祉
な
ど
国
の
役
所

の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
疑
問
・
苦
情

や
意
見
・
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

総
務
大
臣
委
嘱
の
行
政
相
談
委
員

は
、
皆
様
の
相
談
相
手
と
し
て
、
役
所

の
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
の
仕
組
み
、
手
続

に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者

へ
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る

改
善
の
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
自
宅
や
電
話
で
も
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
な
お
、
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時 

令
和
元
年
５
月
28
日
（
火
）
10
時
～
15

時■
場
所

き
ゅ
ら
島
交
流
館
２
階　

休
憩
室

■
料
金

　無
料

■
対
象　

瀬
戸
内
町
民

行
政
に
対
す
る
ご
相
談
は
、

行
政
相
談
委
員
へ

■お問合わせ先　総務課　人事行政係☎ 0997 － 72 － 1111

行政相談委員
　嘉原　篤己
☎ 72 － 0827
住所：阿木名
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■お問合わせ先　町民生活課　生活環境係☎ 0997 ー 72 － 1060 飼
猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術
に
対
す
る
助
成

　

瀬
戸
内
町
で
は
飼
い
猫
の
避
妊
・
去
勢
手

術
を
２
０
１
９
年
度
中
（
２
０
２
０
年
３
月

ま
で
）
に
希
望
さ
れ
る
方
に
対
し
、
下
記
の

と
お
り
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

■
助
成
対
象
の
動
物
病
院

▽
奄
美
動
物
病
院　

【
住
所
】
奄
美
市
名
瀬
浦
上
町
２-
27

【
電
話
】
０
９
９
７
‐
５
２
‐
２
０
２
２

▽
ゆ
い
の
し
ま
動
物
病
院

【
住
所
】
奄
美
市
名
瀬
石
橋
町
11-

26

【
電
話
】
０
９
９
７
‐
６
９
‐
３
８
１
９

■
補
助
金
額

オ
ス
１
匹
に
つ
き
５
千
円　
　

メ
ス
１
匹
に
つ
き
１
万
円

■
対
象

生
後
６
ヶ
月
以
上
で
瀬
戸
内
町
で
飼
い
猫
登

録
済
の
猫
（
野
良
猫
は
対
象
外
）

■
申
込
方
法
・
申
込
期
間 

印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、
町
民
生
活
課
生
活

環
境
係
の
窓
口
に
て
申
請
し
て
下
さ
い
。
平

成
31
年
４
月
１
日
か
ら
年
度
を
通
じ
て
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
予
算
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
期
間
中
で
あ
っ
て
も
受
付
を
終

了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■お問合わせ先　町民生活課　生活環境係☎ 0997 － 72 － 1060
　

瀬
戸
内
町
で
は
、
左
記
の
日
程
で
各

集
落
を
ま
わ
り
、
犬
の
登
録
及
び
狂
犬

病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
。

　

飼
い
主
の
方
は
、
ご
都
合
の
良
い
会

場
で
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
実
施
状
況
や
会
場
移
動
時
間

の
関
係
で
時
間
が
多
少
前
後
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

実施会場 実施予定時刻
高丘集会所 9 ：00 ～ 9：50
春日公園 10：00 ～ 10：50
瀬久井集会所 11：00 ～ 11：50
カメ公園 13：00 ～ 13：50
役場正面玄関 14：00 ～ 14：50

実施会場 実施予定時刻
管鈍公民館 10：00 ～ 10：15
花天公民館 10：25 ～ 10：35
久慈公民館 10：45 ～ 11：00
古志公民館 11：10 ～ 11：20
篠川公民館 11：30 ～ 12：00
阿鉄公民館 13：00 ～ 13：10
須佐礼広場 13：20 ～ 13：30
久根津公民館 13：40 ～ 13：50
手安公民館 14：00 ～ 14：10
須手屠畜場 14：20 ～ 14：30

実施会場 実施予定時刻
実久バス停 10：00 ～ 10：10
薩川公民館 10：20 ～ 10：30
芝公民館 10：40 ～ 10：50
三浦公民館 11：10 ～ 11：20
知之浦公民館 11：40 ～ 11：50
俵公民館 13：00 ～ 13：10
須子茂公民館 13：30 ～ 13：40
嘉入公民館 13：50 ～ 14：00
西阿室公民館 14：30 ～ 14：50
瀬相公民館 15：00 ～ 15：15
花富公民館 15：30 ～ 15：40
伊子茂待合所 15：50 ～ 16：00

実施会場 実施予定時刻
呑之浦トンネル入口 ９：10 ～９：20
押角公民館 9 ：30 ～ 9 ：40
勝能公民館 9 ：50 ～ 10：00
諸数公民館 10：10 ～ 10：20
生間公民館 10：30 ～ 10：40
渡連公民館 10：50 ～ 11：00
安脚場公民館 11：10 ～ 11：20
徳浜公民館 13：00 ～ 13：10
諸鈍長浜公園 13：20 ～ 13：50
野見山公民館 14：00 ～ 14：10
秋徳公民館 14：20 ～ 14：30
佐知克公民館 14：40 ～ 14：50
勢里公民館 15：00 ～ 15：10
於斉公民館 15：20 ～ 15：30

■古仁屋　5 月 18 日（土）、19 日（日）

■大島西方　5 月 20 日（月）

■加計呂麻島実久　5 月 24 日（金）

■加計呂麻島鎮西　5 月 25 日（土）

実施会場 実施予定時刻
与路船待合所 11：30 ～ 12：00
池地船待合所 13：20 ～ 13：50
請阿室船待合所 14：00 ～ 14：30

■請島・与路島　5 月 23 日（木）

■登録手数料及び注射料金

①新規登録の場合（登録と注射）

　登録料 3,000 円

　予防注射料 3,400 円

②登録済の場合（注射）

　予防注射料 3,400 円

③動物病院で注射済の場合

　注射済票交付手数料 550 円

　※予防注射済証明書が必要です。

令和元年度　犬の登録及び狂犬病予防注射を実施

実施会場 実施予定時刻
嘉徳海水浴場入口 9 ：30 ～ 9 ：40
節子公民館 10：10 ～ 10：25
網野子公民館 10：40 ～ 10：50
勝浦公民館 11：00 ～ 11：20
阿木名公民館 11：30 ～ 12：20
清水公民館 13：30 ～ 13：50
嘉鉄公民館 14：00 ～ 14：10
蘇刈公民館 14：20 ～ 14：30
伊須公民館 14：50 ～ 15：00

■大島山郷・東方　5 月 21 日（火）
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平成 31 年度  当  初  予  算 
平成 31 年度当初予算においては、大型公共事業実施や地方創生関連事業

など今後も財政需要の拡大が見込まれる中、財政規律を堅持しつつ、限られ

た財源の中で地方創生関連事業をはじめとする優先課題に重点的に取り組む

ため、メリハリのついた予算編成を行いました。 

一般会計    9,350,892 千円   特別会計    3,785,746 千円   

水道会計      199,959 千円   

平成31年度　　各会計当初予算
平成31年度 平成30年度 増減額 増減比

9,350,892 8,873,098 477,794 5.4

　　　巡　回　診　療 291,955 285,413 6,542 2.3

　　　国　保　事　業 1,293,041 1,456,323 △ 163,282 △ 11.2

特 　　　国　保　直　診 17,396 17,736 △ 340 △ 1.9

　　  介　護　保　険 1,353,470 1,408,312 △ 54,842 △ 3.9

別 　　　後期高齢者医療 106,910 108,273 △ 1,363 △ 1.3

　　　屠　　畜　　場 2,392 2,150 242 11.3

会 　　　船　　　　　　舶 375,830 283,995 91,835 32.3

　　　上　　　　　　屋 28,123 2,323 25,800 1,110.6

計 　    農業集落排水 22,957 43,007 △ 20,050 △ 46.6

　　　簡　易　水　道 293,672 726,867 △ 433,195 △ 59.6

計 3,785,746 4,334,399 △ 548,653 △ 12.7

13,136,638 13,207,497 △ 70,859 △ 0.5

　（単位；千円，％）

区　　　　　分

一 般 会 計

一 般 会 計 + 特 別 会 計  
一般会計当初予算の概要 

平成 31 年度の一般会計当初予算は、義務的経費(人件費や公債費など)が、対前年度比

25,433 千円(0.7％)の減額、投資的経費(普通建設事業費や災害復旧事業費など)が、対前

年度比 422,710 千円(16.7％)の増額、その他経費(物件費、補助費、繰出金など)が、対前

年度比 80,517 千円(2.9％)の増額となり、総額では対前年度比 477,794千円(5.4％)の増

額となっています。 
     平成31年度一般会計歳入歳出予算額（内訳） 　（単位：千円、％）

予算額　 構成比 歳　　出　　区　　分 予算額　 構成比
町　　     税 753,227 8.1 　　議　　会　　費 91,653 1.0

自 分担金及び負担金 20,579 0.2 　　総　　務　　費 2,038,616 21.8
使用料及び手数料 173,839 1.9 　　民　　生　　費 1,497,561 16.0

主 財 産 収 入 32,386 0.3 　　衛　　生　　費 1,242,110 13.3
寄 　附   金 70,001 0.7 　　労　　働　　費 7,575 0.1

財 繰   入   金 159,049 1.7 　　農林水産業費 801,040 8.6
繰   越   金 1 0.0 　　商　　工　　費 193,076 2.1

源 諸   収   入 101,094 1.1 　　土　　木　　費 759,840 8.1
計（自主財源） 1,310,176 14.0 　　消　　防　　費 362,457 3.9
地方譲与税 54,862 0.6 　　教　　育　　費 693,183 7.4

依 利子割交付金 1,333 0.0 　　災 害 復 旧 費 141,707 1.5
配当割交付金 1,612 0.0 　　公　　債　　費 1,485,541 15.9
株式等譲渡所得割交付金 1,587 0.0 　　諸　支　出　金 16,533 0.2

存 地方消費税交付金 140,745 1.5 　　予　　備　　費 20,000 0.2
自動車取得税交付金 9,540 0.1 　　△繰上充用額 0.0
地方特例交付金 1,178 0.0 歳    出    合    計 9,350,892 100.0

財 地方交付税 4,101,659 43.9
交通安全対策特別交付金 1,500 0.0
国庫支出金 1,908,407 20.4

源 県 支 出 金 555,593 5.9
町          債 1,262,700 13.5
計（依存財源） 8,040,716 86.0

9,350,892 100.0

歳　　入　　区　　分

歳　　入　　合　　計  

自主財源（町が自前で調達できる財源）は、14.0％ 

公債費（町の借金返済額）は、15.9％ 

●今後とも財政健全化に取組みます● 
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国立公園内での行為について 
～国立公園内での開発行為等については，手続きが必要です～  

奄美群島地域は，自然の風景地を保護し，その利用促進を図り，国民・県民の保健・休養・教化に資

するとともに，生物の多様性を確保することを目的とした国立公園を有します。 
国立公園内では，優れた風景地を保護するため，自然公園法に基づき，各種開発行為が規制されてい

ます。国立公園内において，次のような開発行為等を行う場合は，事前に国や県への許可申請・届出の

手続きが，必要となります。  
○  手続きの必要な行為（一例） 

第１種

特別 
地域

①工作物（建築物を含む）の新改増築

②木竹の伐採

③鉱物や土石の採取

④広告物の掲出 
⑤野外での物の集積・貯蔵（土石・廃棄

物等）

⑥開墾・土地の形状変更

⑦屋根・壁面の色彩の変更 

              など

 

特別 
保護 
地区

特別地域の規制に加えて 

①木竹の損傷

②木竹の植栽

③家畜放牧

④野外での物の集積・貯蔵 
⑤火入れ・たき火

⑥動植物の捕獲殺傷・採取損傷 

⑦落葉落枝採取，放出 

            など

第２種 
特別 
地域

 

第３種 
特別 
地域

 

     

普通 
地域

①一定規模以上の工作物の新改増築 
（建築物高さ 13m 又は延面積 1000 ㎡，

鉄塔高さ 30m，送水管長さ 70m など）

②鉱物や土石の採取

③広告物の掲出 
④土地の形状変更

              など

 

海域 
公園 
地区

①工作物の新改増築 
②鉱物や土石の採取

③広告物の掲出 
④海底の形状変更

⑤物の係留 

（以上漁業に必要なもの除く）

⑥海面の埋立・干拓

⑦指定区域内での動力船使用 など

 
○ 許可申請・届出の手続き 
（１） 申請・届出の様式 
・ 様式・必要な添付書類・記載要領については，県のホームページに掲載されています。 

  （２） 標準的な処理期間  
・ 通常約１～３か月を必要とします。（書類に不備があった場合の補正の期間は除く） 

  （３） 注意事項 
・ 行為の種類，規模，公園の種類，地種区分の違いにより手続き等に違いがあること，また，
行為の場所や内容によっては，許可ができない場合もあることから，事前に奄美自然保護官事
務所，徳之島自然保護官事務所又は大島支庁総務企画課もしくは関係市町村役場に御相談くだ
さい。 

 ・ 自分の所有地であっても，国立公園内での行為においては，手続きが必要となります。 
  
 ○ 違反行為について 

自然公園法の規定に違反しての行為や，無許可での行為等については，罰則が設けられています。 
 
国立公園の範囲や区域内での許可申請・届出について，不明な点がありましたら，下記にお問い合わ
せください。  
○お問い合わせ先 
 奄美自然保護官事務所（奄美大島・喜界島・与論島） 電話 ０９９７－５５－８６２０ 
 徳之島自然保護官事務所（徳之島・沖永良部島） 電話 ０９９７－８５－２９１９ 
大島支庁総務企画課 商工観光係 電話 ０９９７－５７－７２１５ 
行為地の市町村役場  

○許可申請書の提出先 
行為地の市町村役場 

○県のホームページ（検索方法） 
鹿児島県庁ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ→一般・県民の方々→くらし・環境→自然保護→自然公園→行為許可申請書・届 
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　男
女
共
同
参
画

　

　
　～
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
～

■お問合わせ先　企画課課　企画振興係☎ 0997 － 72 － 1112

▽
男
女
共
同
参
画
社
会
と

は
？

　

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
性
別
に

関
わ
り
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
な

が
ら
、
多
様
な
活
動
を
選
択
で

き
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社

会
の
こ
と
で
す
。

▽
日
本
で
の
位
置
付
け　
　

　

平
成
11
年
に
制
定
さ
れ
た
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
に
よ

り
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
は
21
世
紀
の
わ
が
国
の
社
会

を
決
定
す
る
最
重
要
課
題
」
と

位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
少
子
高
齢
化
と
男
女
共
同

参
画
社
会　

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
、
様
々
な
課
題
が
生
じ
、
社

会
の
持
続
可
能
な
発
展
の
道
の

確
保
や
諸
課
題
の
解
決
に
は
、

女
性
の
活
躍
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
に
お
い
て
女
性
の

活
躍
を
阻
害
し
て
い
る
要
因

に
は
「
男
は
仕
事
、
女
は
家

庭
」
と
い
う
固
定
的
な
性
別

役
割
分
担
意
識
、
性
差
に
よ

る
偏
見
や
様
々
な
社
会
の
制

度
・
慣
行
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
活
躍
を
含
め
た
新

た
な
形
の
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
、町
民
・

地
域
・
事
業
所
・
行
政
が
協

同
で
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

▽
「
参
加
」
と
「
参
画
」
　

　
「
参
加
」
と
は
す
で
に
計

画
さ
れ
た
も
の
に
出
る
こ

と
。「
参
画
」
と
は
計
画
の

企
画
・
立
案
や
意
思
決
定
を

す
る
場
か
ら
関
わ
る
こ
と
。

一日三食、毎日食事を

作っています。作るのが

主婦の仕事？たまには

食べる人になりたい！

我が家では母が仕事、

父が家事をこなしていま

す。違和感を感じたこ

とはありません。これが

私の家庭です。

ぐちぐちしている男性に、

「 女みたいな男」 と発言

している自分がいる。

街中のつぶやき

Vol.1

平成３０年実施 瀬戸内町「町民意識調査」より
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■お問合わせ先　商工観光課☎ 0997 － 72 － 1115
　

５
月
は
消
費
者
月
間
！

　

Ｂ
型
肝
炎
無
料
相
談
会

悪
質
商
法
等
に
よ
る
被

害
に
遭
っ
た
、
あ
る
商

品
を
使
っ
て
ケ
ガ
を
し

て
し
ま
っ
た
な
ど
、
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

そ
ん
な
時
に
は
、
全
国

ど
こ
か
ら
で
も
３
桁
の

電
話
番
号
で
繋
が
る
消

費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

「
１
８
８（
い
や
や
！
）」

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

最
寄
り
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
や
消
費
生
活
相

談
窓
口
に
繋
が
り
、
専

門
の
相
談
員
が
ト
ラ
ブ

ル
解
決
を
支
援
い
た
し

ま
す
。

■瀬戸内町の身近な消費者相談窓口
鹿児島県消費生活センター☎ 099 ‐ 224 ‐ 0999

鹿児島県大島消費生活相談所☎ 0997 ‐ 52 ‐ 0999

瀬戸内町商工観光課☎ 0997 ‐ 72 ‐ 1115

　連絡をする前に、窓口で相談を！　

４
月
10
日
（
水
）
海
の
駅

シ
ー
フ
ー
ド
レ
ス
ト
ラ
ン

か
ら
、
昨
年
度
瀬
戸
内
町

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
大
型
台
風
（
24
号
）

に
対
す
る
募
金
を
お
持
ち

頂
き
ま
し
た
。

　

頂
い
た
募
金
は
災
害
復

旧
費
や
今
後
の
災
害
対
策

費
に
充
て
ら
れ
る
予
定
で

す
。
募
金
を
募
っ
て
い
た

だ
き
、
ま
た
多
く
の
皆
様

に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

海の駅レストランから大型台風被
害に対する募金を頂きました

助け合い、支えあいの力

３
月
８
日
（
金
）
自
衛
隊
入
隊

者
壮
行
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。（
左
端
二
番
目
か
ら
、
森

夢
希
斗
さ
ん
、小
城
和
輝
さ
ん
、

田
原
国
真
さ
ん
、
保
島
堅
吾
さ

ん
、
昌
谷
玲
華
さ
ん
）
入
隊
者

の
保
島
堅
吾
さ
ん
は
、「
こ
こ

ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
に
感

謝
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
周
り
か

ら
信
頼
さ
れ
る
自
衛
官
に
な
り

た
い
」
と
意
気
込
み
を
聞
か
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い

自
衛
官
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
！

平成 ３ １ 年 度 自 衛 隊 入 隊 者 壮
行 会 が 執 り 行 わ れ ま し た

自衛隊入隊者　壮行会

まちの出来事

集
団
予
防
接
種
に
よ
っ
て
感
染

し
た
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
患

者
・
ご
遺
族
に
国
か
ら
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
訴
訟
経
験

者
（
原
告
団
）
が
治
療
、訴
訟
、

活
動
内
容
に
つ
い
て
体
験
談
を

お
話
し
ま
す
。

給
付
金
、
医
療
費
助
成
な
ど
Ｂ

型
肝
炎
に
関
す
る
こ
と
を
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

令
和
元
年
５
月
18
日

（
土
）
13
時
～
17
時

■
場
所　

瀬
戸
内
町
社
会
福
祉

協
議
会

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

そ
ら
う
み
法
律
事
務
所
☎

０
９
９
７
‐
５
４
‐
５
５
８
８

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
九
州
鹿
児

島
県
弁
護
団

▽
支
給
内
容
の
例

・
死
亡
、
肝
が
ん
、
肝
硬
変

３
６
０
０
万
円　

・
慢
性
肝
炎

１
２
５
０
万
円　

・
無
症
候
性

キ
ャ
リ
ア
50
万
円

※
発
症
後
20
年
以
上
経
過
し
て

い
る
場
合
は
減
額
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
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１
月
12
日
（
土
）
阿
木
名
集
落
の

地
域
活
動
の
拠
点
「
ハ
ブ
ア
ナ
イ

ス
デ
ィ
！
」
で
地
域
食
堂
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
食
堂
で
は
、
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
と
ぜ
ん
ざ
い
が
ふ
る
ま
わ

れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

幅
広
い
世
代
が
食
事
を
し
な
が

ら
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
岩
井
義

照
さ
ん
は
、「
食
事
を
し
な
が
ら

集
落
の
問
題
や
話
題
を
話
す
こ
と

が
で
き
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

H Ubd! で 地 域 食 堂
が 開 催 さ れ ま し た

多世代で地域の交流を深める

↑地域食堂の様子｜子 ど も 達 か ら お 年 寄 り ま で 、多 く

の 人 が カ レ ー を 食 べ な が ら 交 流 を 深 め て い ま し た 。

↑地域食堂のカレー

12
月
２
日
（
日
）
東
京
両
国
国
技

館
で
「
第
31
回
全
日
本
小
学
生
優

勝
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
小
学
生
の

部
で
優
勝
し
た
「
重
村
鴻こ

う

之の

介す
け

君

（
写
真
右
端
、
古
仁
屋
小
学
校
）

が
小
学
４
年
生
の
部（
33
人
出
場
）

に
出
場
し
、
見
事
３
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

　

重
村
鴻
之
介
君
は
「
い
つ
も
応

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次

の
大
会
で
は
優
勝
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

重村 鴻 之 介 君 が 全 日 本 小
学 生 優 勝 大 会 で ３ 位 に

入賞おめでとう！

１
月
９
日
（
水
）
第
68
回
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
の
表
彰
伝
達
式
が
阿
木
名
小
中

学
校
体
育
館
で
開
催
。
阿
木
名
小

学
校
４
年
の
木
原
心こ

こ

愛な

さ
ん
が
全

国
小
学
生
の
部
約
14
万
作
品
の
中

か
ら
15
作
品
が
選
ば
れ
た
、
全
国

優
勝
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

木
原
さ
ん
は
「
初
め
て
挑
戦
し

て
書
く
の
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、

賞
を
も
ら
っ
て
う
れ
し
い
。
犯
罪

や
非
行
が
な
い
み
ん
な
が
仲
良
く

で
き
る
社
会
に
な
っ
て
欲
し
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

木原 心 愛 さ ん が 全 国 優
秀 賞 を 受 賞 し ま し た

受賞おめでとう！
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１
月
12
日
（
土
）
瀬
戸
内
町

き
ゅ
ら
島
交
流
館
に
て
瀬
戸

内
警
察
署
に
よ
る
１
１
０
番

の
日
in
き
ゅ
ら
島
交
流
館
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

署
員
に
よ
る
資
機
材
の
紹

介
や
災
害
対
応
・
交
通
安
全

に
関
す
る
講
話
の
ほ
か
、う
そ

電
話
詐
欺
を
未
然
に
防
止
す

る
寸
劇
、鑑
識
体
験
な
ど
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

１
月
12
日
（
金
）
奄
美
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
（
城
昭
久
代
表
）
に
よ
る
油

井
小
中
学
校
と
篠
川
小
中
学
校
合

同
音
楽
鑑
賞
会
が
開
催
。

　

１
部
で
は
ア
ニ
メ
の
曲
や
島
唄

の
ア
レ
ン
ジ
曲
な
ど
が
演
奏
さ
れ

た
ほ
か
、
楽
器
や
指
揮
者
の
体
験

が
行
わ
れ
、
２
部
で
は
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
編
曲
さ
れ
た
曲
で
油
井
の
豊

年
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

油
井
小
の
増
あ
か
り
さ
ん
は

「
全
部
初
め
て
見
て
聞
く
楽
器

だ
っ
た
。
き
れ
い
な
音
が
し
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

1 10 番 の 日 イ ベ ン ト
が 開 催 さ れ ま し た

初めてふれる弦楽器

安全・防犯を知る

油井小中学校で奄美オーケスト
ラ に よ る コ ン サ ー ト が 開 催

↑資機材の紹介が行われた

↑会場の様子｜オ ー プ ニ ン グ は 古 仁 屋 高 校 書 道 部 の

書 道 パ フ ォ ー マ ン ス 。車 両 の 展 示 や 鑑 識 体 験 が 開 催 。

陸上 自 衛 隊 演 奏 会 が
開 催 さ れ ま し た

清水体育館に音色響く

１
月
11
日
（
金
）
陸
上
自
衛
隊
第

８
師
団
に
よ
る
島
し
ょ
演
奏
会
in

奄
美
が
清
水
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
演
奏
会
前
に
は
、
自
衛

隊
車
両
の
体
験
試
乗
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

第
１
部
で
は
行
進
曲
や
サ
ン
ド

ペ
ー
パ
ー
を
楽
器
と
し
て
演
奏
す

る
曲
な
ど
多
彩
な
楽
曲
が
演
奏
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
演
劇
風
の
コ
ミ

カ
ル
な
掛
け
合
い
の
演
奏
が
行
わ

れ
、
来
場
者
か
ら
は
時
折
、
笑
い

声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。
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平成３１年度４月号
鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校

〒

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 番地

自主自立 敬愛和協 明朗端正 勤勉誠実

←校長を前に宣誓文を読み
あげる

濵田玲織さん
（古仁屋中出身）

在校生と初めて対面する新入生 入学式後の対面式

せ

歓迎の言葉を述べる→
栄 堪太さん
（３年生）

第 ２ 回入学式
晴天に恵まれた４月９日に，本校体育館で第 回入学式が行われました。

今年度古仁屋高校に入学した新入生は 人です。新入生を代表して濵田玲織

さんが「学業に励むとともに本校の校則に従い本校生徒としての本分を守る

ことを誓います」と力強く宣言をしました。重吉校長は式辞の中で，新入生

に向けて「この高校入学の節目に古い殻を脱ぎ捨て，古仁屋高校での三年間

で，無限の可能性に挑戦してほしい」と話しました。

御列席いただいた来賓の方々，祝電・祝詞をいただいた方々，その他関係

の方々に心からお礼を申し上げます。

平成 年度 転入職員の紹介 ①名前 ②教科等 ③趣味・特技 ④古高生へ一言

①内谷 八千代

②理科（専門：生物）

③テニスが好きです！

④大自然に育まれた美しい景

観に，すっかり魅了されてい

ます。古仁屋のことを，もっ

と知りたいので色々教えて下

さい！

①川原 一祥

②保健体育

③趣味：温泉，サウナ，魚釣

りもまたしたいです。

特技：ラグビー

④５年ぶりに授業をします。

年ぶりに担任をします。

お手やわらかにお願いしま

す。

①畠中 奈緒子

②商業

③スポーツ観戦

④古仁屋高校の皆さん，初めまして。

皆さんとの出会いに感謝し，１日も

早く古仁屋高校での生活に慣れ，皆

さんといっしょに色んな事に挑戦

し， したいと思ってます。よ

ろしくお願いいたします。

４月 日に部活動紹介を行いまし

た。１年生が部活動に関心を持ち，入

部するように毎年実施しています。部

活動によっては言葉だけでなく，練習

メニューの実演やパフォーマンスを

入れながら紹介していました。

①重吉 和久 校長

②理科（専門：化学）

③ハンドボールが得意だっ

た（過去形），気分転換のド

ライブ

④ 年ぶりに初任校にかえ

ってきました。ひとりひとり

の夢実現にむけて，古高一丸

となってがんばろう。

部活動紹介

①

②商業

③

④

皆さんとの出会いに感謝し，１日も

早く古仁屋高校での生活に慣れ，皆

ろしくお願いいたします。

入学式後，初めてのＬ

↑ 校長を前に宣誓文を読みあげる
十倉弘丞さん（古仁屋中）

↑ 校長を前に宣誓文を読みあげる
十倉弘丞さん（古仁屋中）
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戸
籍
の
窓
戸
籍
の
窓
は
、
３
月
に
届
け
ら
れ
た
分
の
う
ち
、
希
望
者

の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

　
　

お
誕
生
お
め
で
と
う

　【名
前
】

　
　
　【保
護
者
】

　【住
所
】

　平　
　

百も

彩あ　
　

誠　
　
　

阿
木
名

　

西
川　

美み

優ゆ
う　

　

朋
暢　
　

古
仁
屋

　

松
江　

聖せ
い

篤ま　
　

伸
太
郎　

古
仁
屋　

　

中
村　

藍あ
い

路じ　
　

栄
太　
　

古
仁
屋

　

政　
　

夢ゆ
う

道ど
う　

　

大
地　
　

古
仁
屋

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　【名
前
】

　
　
　【年
齢
】

　
　【本
籍
】

　

里
村　

和
葊　
　

76　
　
　

阿
木
名

　

積　
　

正
廣　
　

69　
　
　

篠
川

　

竹
山　

武
輝　
　

79　
　
　

古
仁
屋

　

渡　
　

忠
也　
　

88　
　
　

蘇
刈

　

德
田　

富
雄　
　

90　
　
　

古
仁
屋

　

嘉
野　

文
良　
　

80　
　
　

古
仁
屋

　

柳
沢　

タ
カ　
　

91　
　
　

薩
川

　

橋
口　

力
男　
　

90　
　
　

古
仁
屋

　

金
子　

久
江　
　

92　
　
　

西
古
見　

　

吉
見　

芳
夫　
　

91　
　
　

篠
川　
　

　

田
井　

尙
久　
　

86　
　
　

兵
庫
県

　

石
田　

孝
子　
　

85　
　
　

古
仁
屋

　

中
村　

正
夫　
　

86　
　
　

古
仁
屋　

　

長
田　

梅
雄　
　

94　
　
　

古
仁
屋

　

秀
岡　

秀　
　
　

89　
　
　

手
安

　

濱
畑　

衛　
　
　

59　
　
　

古
仁
屋

　

香
典
返
し
と
し
て
社
協
へ（
3
月
分
）

　【遺
族
】

　
　
　【故
人
】

　
　【住
所
】

　

渡　
　

久
子　
　

忠
也　
　

瀬
久
井

　柳
沢

　茂
平

　
　タ
カ

　
　船
津

　行
村

　光
子

　橋
口
満
廣

　芝

　積

　祥
子

　
　正
廣

　
　
　松
江

　西
田
マ
サ
エ

　興
島
勝
男

　高
丘

一
般
寄
付
金
と
し
て
社
協
へ

　【名
前
】　　
　
　
　
　
　
【
住
所
】　

　
瀬
戸
内
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
株
）　

船
津

　
　
　

総
合
計　

金
八
五
０
０
０
円
也

広報せとうち有料広告

募集しています！

詳しくは企画課☎ 0997-72-1112 まで

広 告 載 せ ま せ ん か ？
有
料
広
告
募
集
し
て
い
ま
す
！



　
  広

報
せ

と
う

ち
　令

和
元

年
5

月
号

　N
o.722

瀬
戸

内
町

公
式

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

　
https://w

w
w

.tow
n.setouchi.lg.jp

発行：瀬戸内町役場　編集：企画課情報政策係☎ 0997 ー 72 ー 1112　住所：〒 894-1592 鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋船津 23 番地

ご家庭の笑顔を皆さんに届けてみませんか？小学校入学前のお
子さんを募集します。（町内在住者に限ります）　住所、氏名、
連絡先、お子さんの名前（ふりがな）・生年月日、48 文字以内
のメッセージを記入し、写真を郵送またはメール（2MB 以内） 
で送付ください。企画課窓口でも受け付けます。
※過去に掲載したお子さんも、掲載後１年経過していれば掲載
できます。（写真返却不可）
■企画課　情報政策係☎ 0997 － 72 － 1112
＜郵送での申込み＞
　〒 894-1592 企画課広報「せとうちのアイドル」係
＜ メールでの申込み＞ joho@town.setouchi.lg.jp まで

「せとうちのアイドル」大募集！

せ
ア

うち

と の
イド ル

瀬戸内町の情報発信｜ QRコードをスマートフォンで読み取ることで簡単アクセス！

公式フェイスブック 公式ツイッター 公式ユーチューブ コミュニティ FM

FMせとうち
76.8Mhz

問い合わせ先：加計呂麻島のいっちゃむん市場 75-0290
　　　　　　　瀬戸内町役場農林課農政係　　 72-1174
　　　　　　　地域おこし協力隊 小林    080-2707-8602［加計呂麻島のいっちゃむん市場］で検索

最新情報は Facebook をチェック！

１．ミニトマト
２．キャベツ
３．ニンニク

　　　　　　　日頃の感謝の気持ちを伝える母の日のプレゼント選びに、足をお運びになりませんか？シーグ
　　　　　　　ラスのアクセサリー、大島紬を使った小物、染め物のスカーフ、キャンドル、美容コスメ、ト
ートバック、各種ポーチ等、バラエティー豊かな手しごと商品が揃っておりますよ！１点ものの商品も多いの
でぜひお気に入りをみつけ、プレゼントしてみてくださいね～♪

瀬戸内町産 農産物 3 月売れ筋ベスト 3

母の日特集

通信通信

　　　　　　　　　　　　　　加計呂麻島には製糖工場が野見山集落に３箇所（野見山製糖組合、崟製糖、タ
　　　　　　　　　　　　　　イケイ製糖）、諸鈍集落に１箇所（上田製糖）、佐知克集落に１箇所（西田製糖
）、の計５箇所の製糖工場があります。加計呂麻島の黒糖はすべて手刈りで収穫したサトウキビのみを使用し、
手間暇をかけ作られています。気になるお味はというと、どこも味や食感が全く違い、とても甘くて美味しい
です。いっちゃむん市場では加計呂麻島の黒糖の試食を置いておりますので、足をお運びになった際には試食
していただき、自分好みの黒糖を探してみてくださいね！

加計呂麻島の黒糖をご紹介

　　　　　　　　　　　３月はミニトマトが売れ筋１位で
　　　　　　　　　　　した。続いて、胃腸を守り、免疫
力を高める効果をもつキャベツ。そして、体力増強、疲労
回復など、多くの健康効果を持つと言われるニンニクとい
う結果になりました。生ニンニクは問い合わせも多く人気
があり、観光客の方々にもとても喜んでもらえました。た
んかんは台風の影響で今年は少なく３月の売れ筋とはいきませんでした。また、昨年のラン
キングと比較してみると、スナップエンドウがランクインしていましたが、今年はスナップ
エンドウの出荷が少なくランク外となってしまいました。来年はぜひ生産していただけると
ありがたいです。

　新
元
号
『
令
和
』。
平
成
生
ま
れ
の
私
に
と
っ
て

は
初
め
て
の
元
号
改
正
。
嬉
し
い
よ
う
な
悲
し
い

よ
う
な
、
複
雑
な
心
境
で
記
者
会
見
を
拝
見
し
て

い
ま
し
た
。令
和
の
由
来
は
、『
万
葉
集
の
梅
の
花
』。

初
め
て
日
本
の
古
典
か
ら
出
展
さ
れ
た
こ
と
が
話

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
こ
の
国
の
古
典
か

と
い
う
よ
り
も
、
令
和
の
意
味
に
関
心
が
あ
っ
た

の
で
調
べ
て
み
る
と
、『
時
、
初
春
の
令
月
に
し
て
、

氣
淑
く
風
和
ぎ
、
梅
は
鏡
前
の
粉
を
披
き
、
蘭
は

珮
後
の
香
を
薫
す
』

　？
？
？
少
し
も
理
解
で
き
な

い
自
分
の
学
力
に
落
胆
し
ま
し
た
が
、
安
倍
総
理

の
会
見
に
よ
る
と
「
令
和
に
は
、
希
望
に
満
ち
溢

れ
た
新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
。
若
い
世

代
が
活
躍
で
き
る
時
代
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
若
者

が
そ
れ
ぞ
れ
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
の
で
き
る
日

本
を
つ
く
り
た
い
。」
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
し
た
。

　先
日
、
レ
ス
リ
ン
グ
の
吉
田
沙
保
里
選
手
、
メ

ジ
ャ
ー
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
引
退
を
表
明
し
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
界
で
一
時
代
を
築
き
あ
げ
た
選
手

ら
の
引
退
発
表
に
平
成
の
終
わ
り
を
実
感
し
ま
し

た
。
新
し
い
時
代
の
到
来
と
共
に
、
ス
ポ
ー
ツ
界

も
ま
た
新
し
い
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
な
。そ
ん
な
気
が
し
ま
し
た
。平
成
か
ら
令
和
へ
。

読
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
希
望
に
満
ち
溢
れ

た
素
晴
ら
し
い
時
代
で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

編
集
後
記 

～
今
月
の
独
り
言
～

企画課　竹山　雅道


